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P3－39．
利き手による運動が両側一次運動野の酸素動態
に及ぼす影響
（専攻生・健康増進スポーツ医学）
○中川　直樹
（健康増進スポーツ医学）
　勝村　旧藩、村瀬　高高、木目良太郎
　藤岡　正子
（日本風子大学家政学部）
　佐古　隆之
された。
P3－40．
ヒト滑膜細胞における細胞外マトリックス分解
酵素（MMPs）および神経成長因子（NGF）発
現に対する選択的COX－2阻害剤の効果
（整形外科学）
○澤地　恭昇、小坂　泰一、小山　尊士
　香取　庸一、正岡　利紀、宍戸　孝明
　山本　謙吾
【背景】近年、低拘束性が最大の利点である近赤外
線分光法（NIRS）を活用して、運動が脳神経活動
に与える影響について検討されている。Shibuya　et
al．（2008）は、利き手による掌握運動中の両側一次
運動野（MDの酸素動態を報告している。その結果、
主働筋を支配する対側の酸素化のみならず、同心の
酸素化が対側に遅れて安静日記より充進ずることを報
告した。この結果は、筋力調節への同側Mlの関与
を示唆しているが、非利き手でも同様の現象が観察
されるかは確認されていない。【目的】本研究では、
利き手および非利き手運動時の対側および同側Ml
における酸素動態の違いについて検討した。【方
法】健康な右利きの女子大学生6名を被験：者とし
て、両側のMlが位置する部位（国際10－20システ
ムの基準点C3およびC4）にNIRSのプローブ（送
受光問距離3cm）を装着し、利き手および非利き
手での静的ランプ負荷掌握運動中の酸素化ヘモグロ
ビン（HbO2）動態を測定した。掌握運動の負荷は
最大筋力（MVC）の10％から開始し、疲労密話ま
で1分あたり6．67％MVCの漸増をした。【結果】運
動継続時間は、右手（利き手）で205．3±33．2秒、
左手（非利き手）で219．7±28．7秒と差はなかった。
利き手運動時の対側MlにおけるHbO2は、最大運
動継続時間の30％以降に安静値よりも有意に上昇
し、さらに一側HbO2は、90％以降に有意な上昇を
示した。一方、非利き手運動時の対側HbO2は60％
以降有意に上昇したが、同氏HbO2は有意な上昇を
示さなかった。非利き手運動時の後半に同側HbO2
の上昇が観察されなかったのは、計測対象でない部
位の補足的活動の関与が推測されるが、詳細は不明
である。【結論】筋力発揮時の両側Mlの酸素動態
には、利き手と非利き手とで差異があることが示唆
【背景】　関節リウマチ（RA）および変形性関節症
（OA）の病態形成には炎症刺激により活性化された
滑膜細胞の関与が知られている。すなわち、活性化
された滑膜細胞は、細胞外マトリックス分解酵素
（matrix　metalloproteinases（MMPs））を産生し、軟骨
や骨を酵素的に分解することにより関節の機能低下
を引き起こすものと考えられている。一方で近年、
関節症における疹痛が、神経成長因子（NGF）の中
和抗体により強く緩和されることが示されており、
同病態の疾痛におけるNGFの重要性が明らかにな
りつつある。そこで今回、関節症の第一選択薬であ
る選択的COX－2阻害剤のMMPsおよびNGF遺伝
子発現に対する効果を検討し、また強力な抗炎症作
用を持つステロイドと比較検討した。
【方法】　人工関節置換術時に切除されたRAおよび
OA滑膜組織から滑膜細胞を単離、継代培養し、無
血清条件下、選択的COX－2阻害剤（NS－398）、ス
テロイド（dexamethasone（Dex））存在下、または外
因性prostaglandin（PG）E2存在下、　interleukin（IL）一1
（10ng／ml）で24時間刺激した。　MMP－1、一3、一13
およびNGF遺伝子発現はrealtime－PCR法により定
量した。なお、ヒト滑膜細胞は継代数3－5のものを
用いた。
【結果】　IL－1刺激により、MMP－1、一3、一13および
NGF遺伝子発現は強く誘導された。　Dexはいずれ
の遺伝子発現も有意に抑制したが、NS－398はこれ
ら遺伝子発現を有意に増加させた。対照的に外因性
にPGE2を添加すると、これら遺伝子群はPGE2の
濃度依存的に抑制された。
【考察】IL－1の炎症刺激により誘導されるMMPs
およびNGF遺伝子発現が、選択的COX－2阻害剤に
より増強され、外因性にPGE2を添加することによ
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